
地域とともにある学校づくり

茎崎学園コミュニティ・スクール(CS)推進会議

「茎崎学園をどんな学校にしていきたいか」「どんな
子供たちを育てていきたいか」「子供たちにどんな
力を身に付けてもらいたいか」そのようなことを話
し合い「CS協議会」の令和６年度の本格導入に向け
て、準備を進めています。この1年間の「茎崎学園Ｃ
Ｓ推進会議」（準備会議）の取組をまとめました。

＜ＣＳ推進会議メンバー＞

〇児童生徒の保護者６人

〇地域住民2人

〇学校関係者9人

〇学職経験者1人

〇関係行政機関の職員1人

合計１９人

第１回推進会議 ５月10日（水） 茎崎中学校
熟議テーマ

「地域みんなで子供たちの未来（育てたい子供の姿）を考えよう」
〇茎崎学園グランドデザインをもとに、教育目標・目指す児童生徒像について共通認識をもちました。
〇続いて、小・中学校から特色ある教育活動、地域学校協働活動推進員から特色ある地域の活動の報告
がありました。
〇熟議では、「茎崎学園の今の子供はどのように見えますか。」を意見交換をし、小中学校に分かれ「CS
を通して、学園として、保護者として、地域としてどのような特色を生かし、教育課程と結び付けて【子供
の学び】につなげていくのか」を話し合い、最後に全体で共有しました。

第２回推進会議 ９月12日（火）茎崎第二小学校
熟議テーマ
「茎崎学園において、地域とともに児童生徒に身に付けさせたい力とは」
〇小・中学校から7月までの特色ある教育活動について説明し、これまでの取組を共有しました。
〇熟議では、第1回の熟議から出てきた課題「学力向上」「自己肯定感」から、キーになる柱を熟
議しました。
☆熟議の結果、茎崎で生きていく児童生徒に、地域とともにCSとして身に付け
させていきたい力として「防災」「地域愛」という二つの柱が出来上がりました。

第３回推進会議 ２月６日（火）茎崎第三小学校 予定
熟議テーマ
「地域に生きる児童生徒を育てるための手立て～防災教育を中心に～」
〇小中学校から令和5年度の学校評価に関する結果を報告し共有します。
〇授業参観をします。
〇「防災」を柱として、地域に生きる児童生徒を育てるための手立てについて、地域や学校とい
う視点で熟議します。

R6.1.26

～地域・保護者の皆様のご協力 いつもありがとうございます～
地域・保護者の皆様には、本学園の教育活動の充実のために、日頃より多大なご協力をいただいてお
ります。令和６年度本格導入の茎崎学園CS協議会のもと「地域とともにある学校づくり」を一層推進し、
教育活動のさらなる充実・発展を図ってまいります。ご理解・ご協力、よろしくお願いいたします。


